
会  議  録  ( 要 旨 ) 

会 議 名 武蔵村山市防災会議 

開 催 日 時 令和２年１１月１３日（金）（資料送付日） 

開 催 場 所 書面開催 

出 席 者 

（資料送付先） 

藤野市長（会長）、周郷委員、渡部委員、冨田委員、野間委員、岡田委員、

福島委員、谷戸委員、小沼委員、髙山委員、西山委員、遠藤委員、内野委員、

藤田委員、伊東委員、井出委員、堀上委員、土屋委員、並木委員、副市長、

教育長、企画財政部長、総務部長、市民部長、協働推進部長、健康福祉部長、

子ども家庭部長、都市整備部長、教育部長、議会事務局長（計３０名） 

議 題 
１ 武蔵村山市地域防災計画修正方針（案）について 

２ その他 

結 論 

（決定した方針、

残された問題点、

保留事項等を記

載する。） 

議題１ 

武蔵村山市地域防災計画修正方針（案）に対し、意見・指摘等をいただ

き、これを基に修正した同方針をもって、今後の武蔵村山市地域防災計画

の修正を行っていくこととする。 

 

議題２ 

その他の意見等をいただいた。 

審 議 経 過 

（主な意見等を

原則として発言

順に記載し、同一

内容は、一つにま

とめる。） 

 

○印＝委員 

●印＝事務局 

※ 書面開催に当たっては、まず委員に「武蔵村山市地域防災計画修正方針

（案）」を送付し、委員から事務局に意見書を提出していただいた。なお、

意見等に対する事務局の回答及び対応は、本会議録上で示すこととした。 

 

議題１ 武蔵村山市地域防災計画修正方針（案）について 

 

【説明要旨】 

● 会議資料「武蔵村山市地域防災計画修正方針（案）」は、現行の武蔵村

山市地域防災計画を修正することが必要な背景、修正の方法・スケジュー

ル及び修正の内容等を示したもの。これに対し意見・指摘等をいただきた

い。 

 

【質疑・意見等】 

○ 表記等が不正確・不適当、説明が不十分な箇所がある。 

● 大変申し訳ない。御指摘に基づき修正したものをお示しするので御確認

をお願いする。 

 

○ Ｐ１「２．修正スケジュール」について、地域防災計画は防災会議の所

掌事項であることを踏まえると、説明が不正確ではないか。 

● 御指摘のとおりであり、御指摘に基づき修正したものをお示しするので

御確認をお願いする。 

 

○ Ｐ１「３．計画の構成」説明文中、「危険物施設等での大規模事故」と

あるが、本市で想定される施設はあるのか。 

● 東京都地域防災計画に準じ、危険物（消防法第２条）、高圧ガス（高圧

ガス保安法第２条）、火薬類（火薬類取締法第２条）、毒物劇物（毒物及び

劇物取締法第２条）及び放射線（放射性同位元素等による放射線障害の防



止に関する法律第２条）を取り扱う施設を想定している。市民に身近な施

設としては、ガソリンスタンドも該当する。現在の各施設の正確な数は所

管局・庁等に照会する必要があるが、いずれも市内には相当数の施設があ

る。 

 

○ Ｐ２「４．修正のポイント」説明文中、「土砂災害警戒区域内の要配慮

者利用施設」は、現行の計画には記載がない。修正計画においてこの施設

の名称及び所在地を記載するということか。また、そうであればその施設

数はいくつか。 

● そのとおりである。現在事務局で把握している施設は４つである。 

 

○ Ｐ３「４．修正のポイント ⑵上位計画等 ウ」のタイトルについて、

ガイドラインとあるが、これは何を指しているのか。 

● 説明不足となってしまい申し訳ない。国が発出した「新型コロナウィル

ス感染症対策に配慮した避難所開設・運営訓練ガイドライン」及び東京都

が発出した「避難所における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライ

ン」を想定している。 

 

○ Ｐ３「４．修正のポイント ⑶市の取組の反映 ア 避難行動要支援者

避難行動支援プランの推進」について、現状では、個別計画の作成に際し

て関与しているのは、市の関係各課や民生・児童委員にとどまっていたと

思う。今後この関与団体を広げていくのか。 

● 事務局としても、避難行動要支援者避難行動支援プランを地域防災計画

にどう反映・整合を図っていくべきか検討中である。したがって、本方針

上の記載内容は修正する。 

 

○ 「５．主な修正事項」の表（Ｐ４～）「第１編 第３部 第８章 医療

救護等対策」中、「※中等症者や～病院」（Ｐ５）とあるが、これは何の注

記か。 

● 説明不足となってしまい申し訳ない。表記を修正する。なお、具体的に

は武蔵村山病院を想定している。 

 

○ Ｐ８「付編 大規模事故等対策」の表「第４章 危険物等事故対策」中

「危険物等取扱施設」とあるが、Ｐ１及びＰ２にある「危険物施設等」と

異なるものか。 

● 不正確な表記となり申し訳ない。ここではいずれも同義である。「危険

物施設等」に統一する。 

 

● いただいた御意見や御指摘を基に修正した同方針をもって、今後の武蔵

村山市地域防災計画の修正を行っていくこととする。今後も御意見等があ

れば随時おうかがいするので、その際は事務局まで御連絡をお願いする。

なお、会議録と合わせて会議資料として公表する同方針は、修正したもの

とする考えである。 

また、防災会議の今後のスケジュールは、本方針に示しているとおりで

あるので、引き続き御協力をお願いする。 



 

議題２ その他 

 

【質疑・意見等】 

○ 現在のコロナ禍での災害に対して、避難所の運営についての方針を早急

にまとめておいた方がよい。 

● 現在本市では、避難所の運営について、大型台風などの風水害時と、震

災時とに分けて、対応マニュアルの整備や物資の備蓄等を進めている。 

風水害時には、市職員が避難所の設営・運営を進めることとしており、

令和２年９月には、令和元年の台風第１９号の教訓やコロナ対策を踏まえ

た避難所運営マニュアルを整備し、これに基づく訓練も行ったところであ

る。 

震災時の避難所については、避難者と災害拠点初動隊（市職員）が中心

となり設営・運営を行っていくことになるが、発災時や平時訓練時に活用

する避難所運営マニュアルについて、第一小学校及び雷塚小学校において、

本年度中を目途に整備する予定である。なお、これもコロナ対策を盛り込

んでいく考えである。 

 

○ 会議資料の理解のため、これまでの事業執行例があるとよかった。 

● 御意見に感謝する。今後の会議資料作成の参考とさせていただく。 

 

○ 村山医療センターの体育館を避難所やトリアージセンターとして利用

できないか検討中である。 

● 情報提供に感謝する。今後も情報提供をお願いするとともに、必要に応

じて市との協議や連携をお願いする。 

 

 

会議の開示・ 

非 開 示 の 別 

■公  開                    傍聴者：  ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ＊一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開   示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 

 

庶 務 担 当 課                  総務部防災安全課（内線：３３４） 

 


